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パ ラ ロ イ ドB 7 2及 び魚腰の 有用性
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要 旨
本論文 は , 欧米の 美術 ･ 博物館で 工芸品等の 保存修復に用 い られて い る パ ラ ロ イ ドB 72及 び魚
腸 の 接着力を木地 と木地 , f 地面 と塗り面な どの 8種類 の組合せ で接着し , 引張試験機を用 い て
接着力 の 実験 を行 っ た結果を報告す るもの で あ る ｡ こ の 実験 に より , パ ラ ロ イ ドB72も魚搭も ,
漆工芸品の保存修復に用 い る接着剤と して有用で ある こ とがわか っ た0
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1 緒 昌
日本で は , これまで 漆工 芸品の 保存修復 に
漆 , 月琴漆 , 糊漆 , 麦漆な ど漆を中心と して 用
い て きたが , 欧米の 美術 ･ 博物館で は , 搭 ,
合成樹脂な どを用 い て い る ｡ こ の 理由と して ,
保存修復に対する研究者の 考え方の 相違もあ
る が , 漆工 技術 を持 つ 者が い なか っ た事 , も
う 一 つ に 将来さら に適切な修復方法が発見さ
れ た場合に 備え , 修復箇所の 除去を前提と し
て い る考え方から で ある ｡ 漆で 修復 した箇所
は二 度と取り去る こと は出来ない ｡ こ こで は,
漆と合成樹脂の 使用の どちらが適切か に は触
れず に , やり直し可 能な合成樹脂と搭の 接着
試験を行 い , 漆 工芸品の保存修復に 有効か ど
う かと言う観点か ら検討 した ｡
2 実 験
2.1 接着剤
生 漆と黒呂色漆は日本産(高岡市 大場商店)
を使用した ｡ パ ラ ロ イ ドB 72は Cons erv atio n
Re s o urce s(U . K .)Ltd. の 製品を使用 した ｡ 謬
は SIGM A CHEM ICA L C O. の GE L A TIN
(Tele o st')a n gelatin) Fr o m Cold W ater
F ish Skinを使用 した ｡
2.2 接着素地面の 調整及び接着方法
接着するた めの 素地面は
1 柾目の桧 を長さ50m m , 幅30m m , 厚さ4
nlnlに 削 っ た白木面
2 1 の上 に茨城産の 生漆を漆刷毛で よく擦り
込ん だ後テ ィ シ ュ ペ ー パ - で拭き取り, 温度
約25℃ , 湿度約75 %で24時間乾燥 させ る工 程
を2 回繰り返 した木地 固め面
3 2 の上 に錆下 地を ヘ ラ で 薄く付け , 室内で
2 4時間乾燥 させ た後 ､ 表面を砥石で軽く平滑
に研 ぐ工程 を2回繰り返した下 地面
4 2の 上 に美栖紙を1枚糊漆 で貼 りよ く乾燥
させ た紙面
5 2 の上 に麻布 を1枚糊漆 で貼 りよ く乾燥 さ
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せ た布面
6 3の 上 に黒呂色漆を漆刷毛で 薄く塗り, 過
度約25℃ , 湿度約75%で24時間乾燥させ た後,
駿河炭で 表面 を平滑に研 ぐ工 程を2回繰 り返
した異漆面の6種類 で ある ｡ 各素 地面 の 断面
を図1に示した ｡
こ れ ら素地面を
1 白木面一白木面
2 木地固め面 一木地固め面
3 白木面-白木面
4 T地面- 下地面
5 紙面一紙面
6 布面一布面
7 下地面 一黒漆面
8 黒漆面 一票漆面
の よう に , 8種類に組合せ て 接 着 した ｡ 接着
面積は5.4cm2で あ っ た ｡ パ ラ ロ イ ド B7 2は ア
セ ト ン で400/o溶液と し , 月琴は瓶入 り液体で あ
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り腸1:水1 の割合で 希釈 し て 用 い た ｡ パ ラ ロ
イ ドB 72の 溶剤と して ア セ トン を選んだの は,
欧米で-一般的に 用い られ て い る か らで ある ｡
接着の 方法は実際の 保存修復 の状況を再現す
るよう に , パ ラ ロ イ ドB72も腸も, 試験片の
一 方に刷毛で 厚め に 塗り , 即座 に張り合わせ
約 一 分間指に はさ ん で 圧着 し た ｡ そ の 後3週
間､ 実験室内で乾燥さ せ た後, ダ ン ボ ー ル 箱
に 入 れ戸棚で 保管 した ｡
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図 2 接着試一験 片 の 形状 と寸法
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2.3 引張 試験
2年間の 保存期間を経過 した 後 , 試験片 を
取り出し , 島津 オー トグ ラ フ AG-50OOBを用
い , ク ロ ス ヘ ッ ド速度 ;1 m m/ min の 完速
ひずみ 方式で引張試験 を行 っ た ｡
3 結果
剥離した部分 を写真1, 2に示 し , 観察結果
漆工芸品の 保存修復 に用い ら れ て い る パ ラ ロ イ ドB72及 び魚鯵の 有用性
を表1, 2に記載 した ｡ また , 接着力を図3, 4
に示 した ｡
漆工 芸品の 修復 で は , 接着力が強ければ よ
い と言うわ けで はなく , 補修 した漆工芸品を
再補修する必要が ある場合を考慮すれ ば , 揺
着剤を除去 しなければならな い ｡ こ の ような
観点か ら本実験 で は , 接着剤の 強弱もさ る こ
となが ら , 剥離の 状況を可能なか ぎり詳細 に
観察 した ｡
3.1 白木面と白木面の接着
剥離 した部分を観察する と , パ ラ ロ イ ドB
72はあまり白木面に浸透 して い な い の に , 腸
はある程度浸透して い る ｡ パ ラ ロ イ ドB 7 2は
ア セ ト ン等 で 溶か し , 搭は水で 溶か して 塗布
する ｡ い ずれも , 溶剤 で ある ア セ ト ン や水が
揮発する こと で硬化が始まる ｡ パ ラ ロ イ ドB
72で は ア セ ト ン の 揮発性が高い の で浸透する
前 に硬化が始まるの に 対して , 月劉ま水の 蒸発
が ア セ ト ン より遅 く硬化が遅れ るの で , そ の
間に白木の 表皮に 浸透 したもの と思 われる ｡
接着力は , 両者ほと ん ど同じで あ っ た ｡
3.2 木地固め面と木地固め面の 接着
剥離した部分を観察すると , パ ラ ロ イ ドB
72は浸透せ ず木地固め面の 両面で 止ま っ て い
た の に 対して , 豚は木地固め面を通 して 白木
の 表皮 にまで 浸透 して い る部分があ っ た ｡ 腸
の 接着力が約26Kg/c nfで ある の に 対 して ,
パ ラ ロ イ ドB 72の 接着力が約12kg/ c nfで あ っ
たの も , こ れが 原因と思わ れる ｡
3.3 白木面と下地面 の接着
腸の 場合, 剥離した部分は大部分 , 下 地素
地の生 漆層と~F地層か らで あり , そ の 間の 密
着力が , 掛 二よ る桧層と下 地層の接着力及び
栓層と生漆層の 密着力よりも弱 い こ とを示し
て い る ｡ パ ラ ロ イ ドB 72 の場合は , 桧層 と下
地層の パ ラ ロ イ ドB 72に よ る接着層 か ら剥離
した部分が約50% と観察され ､ パ ラ ロ イ ドB
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72 の浸透が 少な い こ とが原因と思われ る ｡ し
か し, 接着力 に関 し て は両者と も約20Kg/
cnfで ､ ほと ん ど差がなか っ た｡
3.4 下地面と下地面の 接着
剥離した部分を観察すると , パ ラ ロ イ ドB
72 では ア セ ト ン の揮発が早か っ たの か接着さ
れ て い な い 部分が認められ た ｡ それが原因と
思 わ れる が , 躍の 接着力 が約20Kg/ c nfで あ
る の に対 して , パ ラ ロ イ ドB 72 では約16Kg/
c nぞであ っ た ｡
3.5 紙面 と紙面の接着
パ ラ ロ イ ドB 72 の場合 , 剥離 した 部分を観
察する と7
t
セ ト ン の 揮発が早 すぎたせ い か ,
接着さ れて い な い 部分が認め られた ｡ パ ラ ロ
イ ドB 72 の接着力は約26Kg/c nf, 腸の 接着力
は約32Kg/
/
c nfで あ っ た ｡
3.6 布面と布面の 接着
剥離 した部分の 観察で は , 腰と パ ラ ロ イ ド
B72の 間の 差異はあまり認め られな か っ た ｡
接着力は月琴で約32Kg/c n子, パ ラ ロ イ ドB 72 で
約28Kg/cITfで あ っ た ｡
3.7 下地面と黒漆面の 接着
剥離部分の 観察で は , 腸と パ ラ ロ イ ドB72
の 差異 はあまり認め られ なか っ たが , それ で
も腸の 方が若干下 地層と生漆層の 間で剥離し
た部分が認めら れた ｡ 接着力は パ ラ ロ イ ドB
72が約13Kg/c n子で あるの に 対 して , 腸 は約
19Kg/c nfで あ っ た .
3.8 黒漆面と黒漆面の 接着
剥離 した部分は両者とも下地層と生漆層で ,
接着力も約1 7 Kg/c nf, 1 6 Kg/ c nf と近 い 値 で
あ っ た ｡
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写真1 パ ラ ロ イ ド B 72の 接着実験で剥離した状態
1 白木面と白木面 2 木地 固め面と 3 白木面と~F 地面 4 Fー地面と下 地面
木地固め面
5 紙面と紙面 6 布面と布面 7 Fー 地面と黒漆面 8 黒漆面と冥漆面
表1 パ ラ ロ イ ド B72 の接着力実験で剥離 した部分の観察結果
接 着 面 の 種 類 剥 離 し た 部 分
白 木 面 と 白 木 面 約55 % が白木面 , 約42 % が樹脂層, 約3 % が白木の表皮
木 地 固 め 面 と 木 地 固 め 面 100 %木地固 め面
白 木 面 と 下 地 面 約50 % が白木面と下 地面, 約50 % が木地固め面と下地面
下 地 面 と 下 地 面 約60 % が木地固め面と下地 面, 約40 % が下地面と
~F 地面
紙 面 と 紙 面 約90 % が祇の 繊維層,約10 % が紙表面
布 面 と 布 面 約70 % が布面 , 約30 % が樹脂層
下 地 面 と 黒 漆 面 約90 % が木地 固め面と下 地面 , 約10 % が票漆面
黒 漆 面 と 黒 漆 面 100% 木地固め面と下地面
漆工 芸品の 保存修復 に用 い られ て い る パ ラ ロ イ ドB 72及 び魚8翠の 有用性
写真2 魚腸の接着実験 で剥離した状態
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1 白木面と白木面 2 木地固め面と
木地固め面
3 白木面と下 地面 4 下地面と下地面
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5 紙面と紙面 6 布面と布面 7 下地面と黒漆面 8 黒漆面と黒漆面
表2 魚豚の 接着力実験で剥離した部分の 観察結果
接 着 面 の 種 類 剥 離 し
白 木 面 と 白 木 面 約60 % が曙層 , 約400/oが白木
木 地 固 め 面 と 木 地 固 め 面 約97o/. が木地固め面, 約30/.1
白 木 面 と 下 地 面 約90 %が木地固め面と下地 ,
下 地 面 と 下 地 面 約960/. が木地固め面と下地 ,
紙 面 と 紙 面 約900/. が紙 の 繊維層 , 約80/.メ
布 面 と 布 面 約60 % が布面, 約40 % が木地
下 地 面 と 異 音泰 面 約950/. が木地固め面 ,約3 % は
黒 漆 面 と 黒 漆 面 約95 % が木地固め と下地, 約
た 部 分
の 表皮
が 白木の 表皮
約10 % が下地面と白木面
約4 %が白木の 表皮
が紙面 , 約2 % が白木の表皮
固め面と布面
黒漆面,約2%は白木の表皮
5 % が黒漆面と黒漆面
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【宝13 パ ラ ロ イ ドB72の せ ん 断接着力
白木面と白木面
木地 固め面と木地 固め面
白木面と下 地面
下 地面と Fー 地面
紙面と紙面
布面と布面
下地面と畢漆面
畢漆面と黒漆面
囲4 魚旦翠のせ ん断接着力
白木面と白木面
木地固め面と木地固め面
白木面と下地面
下地面と下地面
対モ面と紙面
布面と布面
下地面と黒漆面
異漆面と畢漆面
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4 考 察
合成樹脂の 代表と して パ ラ ロ イ ドB 72, 天
然素材と して の 曙の 修復剤と して の 接着力 に
つ い て実験 と検討を行 い次の よう な結果が得
られ た ｡
(1) パ ラ ロ イ ドB 72も腸も , 漆 工 芸品の 保存
修復に 用い る接着剤と して の 強度は十分ある
ことが わ か っ た ｡ それ は白木面と白木面の接
着の 時に 一 番強く , 漆塗り加工を施した物は ,
接着斉り以外の とこ ろ か ら剥離したか らである ｡
しか し , 木地固め 面と木地 固め面の 場合 , 揺
着した所で剥離 した ｡ これ は漆で 木地 固め を
した上の パ ラ ロ イ ドB 72は接着力が極端 に悪
くなる こ と を意味して い る ｡
(2) 漆工 制作上 の 観点か ら木地 固め の 上 の T
地は弱く , 紙や布を貼 っ て か ら下地 を付け ,
異漆を塗るか , 木地固め の 上 に 直接冥漆を塗
り重ね たほうが , 漆器と して 丈夫で ある こと
が わか っ た ｡
(3) 接着力, 除去 , 浸透性 , 作業性な どを総
合的に考える と , 漆工芸品の 保存修復に は パ
ラ ロ イ ドB 72 より月琴の ほうが , 適 して い る と
思 われ た ｡
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(Re c eived Octobe r31,1994)
A B S T R ACT
T he pu rpo s e of the pr e se nt pape ris to repo rt o nthe findings of the experim e nt on tw o
ad he sive s- pa raloid B 72and fish glu e - both of w hich are widely u sed for the c o n s e r-
v ation of obje cts of art and c r afts by the Eu r ope an a nd A m eric a ngalleries a nd m u se u m.
T he experim e nt w a s c ondu cted in order to study the ad he sive forc e ofthe tw o ad he sive s
c onc erning eight c a s es oE m aterial co m binatio n s s u ch a s plain wo od & the fa ce of
gro und, the face of gro und &the fa c e of the painted, etc, w hile u sing an Instron ty pe te st
m a chirle .
In the c o u rs e of the expe rim e nt, both paraloid B 72and fish glu ehad u sefuln e ss a s adhe-
sives u s ed for the concer vation of u r u shiobje cts .
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